
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（相模原駅スタンプ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 

相模原市公共交通整備促進協議会は、相模原市・市議会・自治会連合会・市内各種団体で構成され、昭和４４年の設立以来、 
市内の鉄道やバス交通等の輸送力増強の促進を目的に、鉄道及びバス事業者への要望活動や、公共交通の利用促進に向けた啓 
発活動等を行っています。 

 

～～みみんんななでで使使おおうう公公共共交交通通！！～～  第第７７号号／／平平成成２２６６年年３３月月  

横浜線に新型車両が導入！～より便利に･快適に～   

2月16日（日）より、横浜線に新型車両E233系が導入され

ました。E233系は、最新の設備を備えた車両で、従来車両より

も定員が約1割増加することで混雑緩和に寄与するとともに、

走行にかかる消費電力も約7割になるなど、環境にもやさしい

車両です。 

また、主要機器の二重系化、情報案内装置の充実、ユニバー

サルデザインを考慮した車内設備など、利用者の快適性の向上

も図られています。 

新型車両には、横浜線20駅

と直通運転している根岸線 8

駅の駅スタンプがデザインさ

れています。 

普段利用している駅がスタ

ンプされた車両をさがしてみ

てはいかがでしょうか？ 

駅構内案内もわかりやすくなりました 

横浜線よくするプロジェクトの一環として、駅の

案内サインをわかりやすくする取り組みや、新型自

動改札機の設置などが進められ、駅の利便性向上も

図られています。 

 

要望活動を実施しました これまでの実績（過去３年）  
協議会では、公共交通の利便性向上に向け、平成 26年１月

及び２月に、交通事業者に対する要望活動を行いました。 

≪主な要望内容≫ 

・JR東日本横浜支社 

「横浜線の輸送力増強及び相模線の複線化」 

・JR東日本八王子支社 

「中央本線の輸送力増強及び横浜線との 

相互乗り入れ」 

・小田急電鉄 

「小田急線の輸送力増強及び小田急多摩線 

延伸の早期実現」 

・京王電鉄 

「京王相模原線の輸送力増強」 

・神奈川中央交通 

「バス交通の輸送力増強」 

要望活動の様子（小田急電鉄） 

要望活動を通じ次のような成果を得ています。 

≪平成23年度≫ 

・JR横浜線の運行本数の増発   

・京王相模原線の運行本数の増発 

 など 

≪平成24年度≫ 

・藤野駅舎への待合室整備   

・京王相模原線への特急新設など 

≪平成25年度≫ 

・JR横浜線の輸送力増強（新型車両）  

・バス「中乗り」「前降り」方式の 

導入 

 

  

相相模模原原市市公公共共交交通通ニニュューースス  



都市交通施設整備基金にご協力を 

相模原市では、都市交通施設の整備にかかる費用の一部にするため、平成２０年度から基金の積立を行っており、

市民の皆さんや企業などからの寄附を受け付けています。詳しくは、事務局までお問い合わせください。 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

地地域域公公共共交交通通のの充充実実をを図図りりまますす！！  

発行/相模原市公共交通整備促進協議会  編集/(事務局)交通政策課 

 ☎ 042-769-8249〔直通〕 Ｅ-mail toshikoutsu@city.sagamihara.kanagawa.jp 

田名バスターミナル供用開始！ ～ バス路線が再編されます ～ 
 田名バスターミナルの供用開始に伴い、4月1日（火）からバスターミナルを 

経由するバス路線が再編されます。 

 この再編により、乗り継ぎ拠点となるバスターミナルを起終点とする運行が原 

則となるため、幹線バス・支線バスの機能的な配置や長大路線の見直し、競合す 

る系統の統廃合が実現され、バスの定時性・速達性やバス路線網のわかりやすさ 

の向上が図られます。 

 なお、交通系ＩＣカード（Suica、PASMO）を利用し、1時間以内にバスターミ 

ナルでバスを乗り継いだ場合は、乗り継ぎ後のバスの運賃から１００円（小児・ 

障害者は５０円）を割り引くなど、乗り継ぎ負担の軽減についても併せて図られ 

ます。 

大野北地区でコミュニティバスの運行が始まりました！ 
  

 2月1日（土）から、大野北地区において市内２路線目となるコ 

ミュニティバスの実証運行が始まりました。1月26日（日）には、 

運行開始に先立ち「出発式」が開催され、バスのお披露目や地域の 

協力による太鼓の演奏、車体デザインに採用された方の授賞式が行 

われるなど、総勢約100名の出席者により賑やかに祝福されました。 

 今後、約２年間の実証運行期間中に運行継続条件（※）を満たし 

た場合、本格運行に移行します。 
 

運行継続条件 

 

 

  

「1便あたりの利用者数が10人以上」 かつ 

「運賃収入が車両償却費等を除いた運行経費の50％以上」 

○ 大人現金初乗り運賃は、170円。（4月以降は、180円。） 

○ 各種割引サービスあり。（交通系ICカードも利用可。） 

○ 平日の運行は、午前7時台～午後7時台。 

○ 土・日・祝日の運行は、午前8時台～午後6時台。 

○ 運行間隔は、1時間に1本。 【出発式の様子】 【コミュニティバス車両】 

根小屋地区で乗合タクシーの実証運行が始まります！ 
 

緑区根小屋地区を運行しているバス路線「根小屋方面循環線」は、市が 

公費負担を行いながら維持・確保をしていますが、１便あたりの平均利用 

者数が4人未満という状況を踏まえ、平成24年2月に沿線自治会等の代表 

者による「根小屋循環線見直し検討委員会」が組織されました。 

検討委員会では、市とともに根小屋方面循環線の改善策を検討してきま 

したが、バス路線の存続を希望する声がある一方、「片回り運行のため利 

用しにくい」、「道路が狭い地区のためバス車両では運行できない」などの 

声もあることから、利用しやすく、かつ、効率的な運行を行うために、バ 

ス路線から事前予約型の「乗合タクシー」に移行することとしました。 

 「根小屋地区乗合タクシー」は、4月1日（火）から最長2年間の実証 

運行期間中に運行継続条件（※）を満たした場合、本格運行に移行します。 
 

運行継続条件 

 

「稼働した便の1便あたりの利用者数が1.5人以上」 かつ 

「全運行本数に対する実運行本数の稼働率が50％以上」  

 

★☆★ 内郷地区の例 ★☆★ 

写真左：車両 

写真上：停留所 

乗合タクシーとは？ 
津久井地域の交通空白地区における生活交通を確

保するため、地域、事業者、市の三者が協働して運

行するものです。（市内では既に内郷地区で運行。） 

予め時刻表や運行区域は定めますが、事前に予約

をいただいた便のみ、予約のあった停留所を最短距

離で結んで運行します。 

【再編後の路線（概略図）】  
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